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「ハンセン病8書 廟贈め畠Jを  用 確
a策 の到ほや章局J 鳴究の歴史からの

教ヨ‖を後せに伝えるために 「世界E

直奎顔」のgElb Eま っている

鞍前からⅢ中6年 恒埼効轟"(さ 完治

することわ々 きてなお1966年 まで

国の同驚政家t営 局」の便貿であ3に

5月の書のひと時に 知 う航 浮かS
ヤ
長亀受生国 を あな 喜り3崎 話し

に耳をほし 歴 史`運 動を学びあおう

日程 5月 27日 (火)1∞ oコ 6Ⅲカ
社民党Ⅲ100発  ■ に察り合せ

つ加「麻増 とlSiO巧-2て,1客ン
自食は 瀬■内の鴎をおじて は大なほ
口町地を展望しながら(合自白担 ―本
なレストラン利用 または3自馬多)
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456準  み なさんの題解と雰力をあ
りがとうこさいます 0さ 続き取り組み
(6月末区切)保譲法を廃止しょう


